
特
集
―
―
❷［
ル
ポ
］ＭＯ
ＶＥ
ザ
関
西

21

戦
前
、東
洋
の
マン
チ
ェス
タ
ー
と
称
さ
れ
た
大
阪
を
は
じ
め

日
本
経
済
を
牽
引
し
て
き
た
関
西
だ
が
、戦
後
は
首
都
圏
へ
経
済
資
源
が
集
中
、

大
阪
万
博
を
ピ
ー
ク
に
長
く
低
迷
が
続
い
て
い
る
。

関
西
経
済
の
強
み
、底
力
を
ど
こ
に
見
出
し
、ど
の
よ
う
に
動
け
ば
い
い
か
。

そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
た
め
、関
西
の
特
色
あ
る
企
業
・
産
業
集
積
地
を
歩
い
て
み
た
。

関
西
経
済
の

底
力
を
検
証
す
る

日本最初の官寺、四天王寺伽藍の東門脇に建つ「番匠堂」。番匠とは
大工のことであり、世界最古の企業・金剛組のルーツがここにある



四
天
王
寺

木
造
建
築
技
術
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、継
承
で
き
ま
し
た
」

と
小
川
さ
ん
は
言
う
。

　

し
か
し
明
治
維
新
で
廃
仏
毀
釈
令
が
出
さ
れ
四
天
王
寺
は
寺
領

を
手
放
し
、
建
築
工
事
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
金
剛
組
も
や

む
な
く
自
立
自
営
の
道
を
探
っ
た
が
「
職
人
気
質
で
商
売
が
う
ま

く
な
く
、
先
代
た
ち
は
と
て
も
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
」（
小
川

さ
ん
）。
明
治
か
ら
戦
前
、四
天
王
寺
で
目
立
っ
た
工
事
と
い
え
ば
、

一
九
〇
三
年
の
大
鐘
楼
建
立
、
三
四
年
の
室
戸
台
風
で
倒
壊
し
た

五
重
塔
再
建
に
と
ど
ま
る
。

宮
大
工
の
「
技
術
の
伝
承
」
と
最
新
技
術
の
採
用

　

一
九
四
五
年
三
月
の
大
阪
大
空
襲
で
四
天
王
寺
は
伽
藍
の
大
部

分
を
焼
失
。
再
建
の
動
き
が
現
れ
た
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
Ｒ
Ｃ
工
法
）
の
耐
火
建
築
が
求
め
ら
れ
、
木
造
建
築
技
術
だ
け

の
金
剛
組
で
は
再
建
工
事
を
請
け
負
え
な
い
。「
そ
こ
で
Ｒ
Ｃ
工

法
に
よ
る
社
寺
建
築
技
術
の
開
発
に
励
み
、
日
本
建
築
本
来
の
優

美
さ
を
損
な
わ
な
い
独
自
の
工
法
を
開
発
。
金
堂
の
再
建
を
担
当

で
き
ま
し
た
」（
小
川
さ
ん
）

　

実
は
こ
の
後
、
金
剛
組
は
社
寺
建
築
だ
け
で
な
く
一
般
建
築
に

手
を
広
げ
た
こ
と
が
災
い
し
て
経
営
が
破
綻
。
〇
六
年
、
高
松

建
設
の
支
援
で
、
新
生
・
金
剛
組
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

再
建
を
担
う
小
川
さ
ん
は
「
本
業
回
帰
」
を

重
視
す
る
。
守
る
べ
き
は
「
匠
の
技
」
だ
。

　

現
在
、
木
造
建
築
が
再
評
価
さ
れ
、
金
剛

組
の
受
注
物
件
の
約
八
割
は
「
純
木
」
だ
。
例
え
ば
社
寺
建
築

四
天
王
寺
の
創
建
、
再
建
を
支
え
た
木
造
建
築
技
術

　

大
阪
・
上
町
台
地
南
端
に
日
本
最
古
の
官
寺
「
四
天
王
寺
」
が

あ
る
。
そ
の
門
前
に
本
拠
を
置
く
の
が
、社
寺
建
築
の
「
金
剛
組
」

だ
。
飛
鳥
時
代
の
敏
達
六
（
五
七
八
）
年
、
聖
徳
太
子
の
命
を
受

け
四
天
王
寺
建
立
の
た
め
百
済
か
ら
招
か
れ
た
「
寺
工
（
て
ら
た

く
み
）」
の
一
人
、
金
剛
重
光
を
初
代
と
す
る
世
界
最
古
の
企
業

で
あ
る
。

　

一
般
に
企
業
の
寿
命
は
三
十
年
と
い
わ
れ
る
な
か
、
金
剛
組
の

歴
史
は
千
四
百
年
以
上
を
数
え
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
長
い
歳
月
、
金

剛
組
は
存
続
で
き
た
の
か
。
同
社
社
長
小
川
完
二
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
四
天
王
寺
が
歩
ん
だ
苦
難
の
歴
史
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

創
建
後
、
四
天
王
寺
は
幾
度
も
大
火
、
落
雷
、
戦
火
な
ど
に
よ

っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
た
び
に
お
抱
え
の
宮
大
工
・
金

剛
家
当
主
が
棟
梁
と
し
て
配
下
の
宮
大
工
を
指
揮
し
、
再
建
、
復

興
に
努
め
て
き
た
。
広
い
境
内
に
建
つ
大
伽
藍
や
数
々
の
堂
宇
を

一
棟
ず
つ
再
建
す
る
に
は
、
数
十
年
単
位
の
歳
月
が
か
か
る
。
そ

れ
を
幾
度
も
経
験
す
る
な
か
で
、
宮
大
工
た
ち
は
何
世
代
に
も
わ

た
っ
て
、
技
術
の
維
持
・
向
上
と
子
弟
育
成
に
よ
る
技
術
伝
承
を

果
た
し
て
き
た
。

　
「
そ
の
た
め
、
釘
を
使
わ
ず
、
部
材
を
組
み
合
わ
せ
る
古
来
の

2324

世界最古の企業が1400年以上存続できた理由

❶金剛組加工センター内の壁面を飾る大工道具
❷加工する部材を設計図で確認
❸金剛組専属の宮大工の組ごとに仕分けされた建築用材
❹戦後、自ら再建工事に携わった四天王寺金堂を眺める、金剛組相談役・四天王寺正大工第39代金剛利隆さん

1

3

2 4
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京
都

の
大
屋
根
を
支
え
る
垂
木
は
、
一

本
ご
と
に
角
度
や
ね
じ
れ
具
合

を
変
え
て
い
く
。
そ
ん
な
高
度
な
伝
統
技
術
を
保

持
す
る
の
が
金
剛
組
専
属
の
、
東
西
八
人
の
棟
梁
が
率
い
る

百
二
十
人
の
宮
大
工
た
ち
だ
。

　
「
彼
ら
が
そ
れ
な
り
に
暮
ら
せ
て
、
い
い
仕
事
が
で
き
る
と
い

う
環
境
を
保
っ
て
い
か
な
い
と
、
後
継
者
が
育
た
な
い
。
価
格
競

争
に
陥
る
と
、『
技
術
の
伝
承
』
が
崩
れ
て
い
く
」。
だ
か
ら
、
う

ち
が
建
て
れ
ば
三
百
年
は
大
丈
夫
と
い
う
技
術
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力

で
競
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
、
と
小
川
さ
ん
は
言
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
社
寺
の
後
継
者
に
伝
統
技
術
の
良
さ
を
見
分
け

て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ
。
そ
の
一
助
と
し
て
、
金
剛
組
で
は
東

西
二
つ
の
仏
教
系
大
学
に
、
伝
統
建
築
の
様
式
や
木
組
を
解
説
す

る
冠
講
座
を
開
き
、
多
く
の
受
講
生
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
技
術
の
採
用
に
も
積
極
的
で
、
現
在
、
空

気
の
力
を
活
用
し
て
、建
物
を
地
震
か
ら
守
る
「
断
震
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
、
社
寺
建
築
で
の
実
用
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
あ
る
震
度
以
上
の
地
震
を
感
知
す
る
と
、
自
動
的
に

建
物
の
床
下
で
空
気
の
「
断
層
」
を
つ
く
っ
て
揺
れ
を
遮
断
し
、

建
物
だ
け
で
な
く
、
内
部
の
貴
重
な
仏
像
や
仏
具
を
守
る
。「
こ

れ
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
安
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
簡
便
な
部

品
交
換
だ
け
と
い
う
画
期
的
な
技
術
で
す
。
伝
統
技
術
に
い
か
に

最
新
技
術
を
付
加
し
て
い
く
か
、で
す
ね
」と
小
川
さ
ん
は
結
ん
だ
。

在京都を貫く世界企業集積のワケと新たな挑戦

25

伝
統
の
「
技
」
と
大
学
の
「
知
」
の
融
合

　
「
京
都
の
企
業
に
と
っ
て
本
社
を
東
京
に
移
す
こ
と
は
『
都
落

ち
』。
格
が
下
が
っ
た
と
見
ら
れ
て
し
ま
う
」。
堀
場
製
作
所
最
高

顧
問
の
堀
場
雅
夫
さ
ん
は
、
開
口
一
番
そ
う
切
り
出
し
た
。

　

古
都
・
京
都
に
は
、
計
測
技
術
、
半
導
体
技
術
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

技
術
な
ど
、
独
自
の
先
端
技
術
で
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
開

発
型
企
業
が
幾
つ
も
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
。
関
西
の
企
業
が
次
々

と
本
社
機
能
を
東
京
に
移
す
な
か
、
京
都
に
腰
を
据
え
続
け
る
根

底
に
、
千
年
の
都
で
生
ま
れ
育
っ
た
自
負
が
あ
る
と
言
う
。
世
界

企
業
が
多
い
の
も
、
新
興
の
「
首
都
」
へ
の
反
骨
精
神
が
国
内
市

場
を
超
え
て
世
界
市
場
に
向
か
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
京
都
に
先
端
産
業
が
集
積
し
た
ワ
ケ
に
つ
い
て
、
堀
場

さ
ん
は
「
伝
統
産
業
の
技
術
を
う
ま
く
引
き
継
ぎ
、
新
し
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
生
か
し
て
き
た
か
ら
だ
」
と
続
け
る
。

　

清
水
焼
の
技
術
を
ベ
ー
ス
に
独
自
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
技
術
を
開
発

し
た
京
セ
ラ
や
村
田
製
作
所
、
京
染
の
技
術
を
半
導
体
の
基
板
技

術
に
生
か
し
た
ロ
ー
ム
、
花
札
か
ら
ゲ
ー
ム
機
へ
と
進
化
を
遂
げ

た
任
天
堂
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
と
。
終
戦
直
後
、
日
本
初

の
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
創
業
し
、高
性
能
な
「
ｐ
Ｈ
メ
ー
タ
」

の
開
発
を
皮
切
り
に
、
自
動
車
、
環
境
、
医
用
分
野
な
ど
の
計
測
・

分
析
機
器
で
世
界
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
を
築
い
た
堀
場
製
作

所
も
、そ
の
精
密
機
器
の
表
面
処
理
技
術
は
京
仏
壇
の
金
メ
ッ
キ
・

薄
膜
技
術
を
応
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。

❶鑿（のみ）をふるう宮大工。金剛組加工センターにて
❷今春、約500年ぶりに復興された奈良時代創建の喜光寺「南大門」の施工も、金剛組が担当した
❸空気の力を使った新しい「断震システム」の実験風景（提供：金剛組）

金剛組が毎年1月四天王寺で行う
「手斧（ちょんな）始め式」

1

2
3

東本願寺門前の下数珠屋町通には、
伝統産業である仏壇・仏具や数珠、法
衣などの店が軒を連ねる
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「
伝
統
産
業
は
か
つ
て
超
近
代
産
業
と
し
て
高
い
技
術
力
を

誇
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
で
、一
か
ら
始
め
な
く
て
も
、

い
わ
ば
八
合
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
」

　

起
業
を
支
え
た
の
は
「
産
学
連
携
」
だ
。
大
学
の
街
・
京
都
で
は

以
前
か
ら
大
学
の
研
究
成
果
を
産
業
分
野
に
生
か
す
こ
と
が
日
常

的
に
実
践
さ
れ
て
き
た
。
地
域
に
根
づ
く
伝
統
の
「
技
」
を
地
元

の
大
学
や
研
究
機
関
の
「
知
」
と
融
合
し
て
リ
フ
ァ
イ
ン
し
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
す
。
も
と
も
と
旧
帝
大
は
、
地
域
ご
と
に
優

秀
な
人
材
を
育
て
、
良
い
開
発
を
行
い
、
地
域
が
発
展
す
る
よ
う

全
国
に
設
置
さ
れ
た
。
東
京
一
極
集
中
が
止
ま
ら
な
い
の
は
、
開

学
の
精
神
が
生
き
て
い
な
い
か
ら
だ
と
堀
場
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
、
次
を
育
て
る
使
命

　

京
都
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
方
向
性
を
決
め
た
の
は
、
地
理
的
制
約

も
あ
っ
た
。
京
都
は
内
陸
都
市
。
物
流
機
能
が
弱
い
か
ら
重
厚
長

大
・
マ
ス
（
大
量
生
産
）
で
な
く
、
軽
薄
短
小
・
一
品
一
品
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
勝
負
す
る
の
だ
と
。

　

し
か
も「
京
都
で
は『
真
似
も
ん
』は
あ
か
ん
」。
京
都
人
に
は
、

あ
く
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
こ
だ
わ
る
「
気
位
の
高
さ
」
が
あ

る
。
そ
う
言
っ
て
、堀
場
さ
ん
は「
他
人
が
や
ら
な
い
こ
と
を
や
っ

て
い
た
ら
、
ひ
と
り
で
に
世
界
ト
ッ
プ
に
な
る
」
と
笑
う
。
京
都

企
業
の
経
営
者
た
ち
は
仲
が
良
く
、
月
に
一
度
は
集
ま
っ
て
情
報

交
換
を
す
る
そ
う
だ
が
、
そ
れ
も
業
種
が
異
な
る
か
ら
。
企
業
規

模
が
違
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
で
世
界
一
な
ら
一
緒
だ
と
い

う
気
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

も
っ
と
も
現
在
は
、
戦
後
、
京
都

か
ら
世
界
に
躍
進
し
た
堀
場
さ
ん
た
ち
世
代
に
続
く
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
新
た
な
人
材
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
出
現
が
減
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
「
日
本
の
戦
後
復
興
は
、
上
の
世
代
が
い
な
く
な

り
若
手
・
中
堅
が
頑
張
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か

ら
。モ
ノ
も
カ
ネ
も
な
く
プ
ラ
ス
の
財
産
は
な
か
っ

た
が
、
負
の
遺
産
も
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
。
今
は
余
り
あ
る
モ
ノ
や
カ
ネ
、
居
座
り
続
け
る
上
の

世
代
が
逆
に
負
の
遺
産
に
な
っ
て
い
る
」

　

若
手
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
べ
き
と
言
う
堀
場
さ
ん

は
「
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
（
高
貴
な
身
分
に
は
社
会
に
貢

献
す
る
義
務
が
伴
う
）
が
大
事
だ
」
と
説
く
。
京
都
に
は
人
を
育

て
る
「
旦
那
文
化
」
が
あ
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
を
支
え
る
風
土

が
あ
る
。
堀
場
さ
ん
自
身
、
五
十
三
歳
で
社
業
は
後
進
に
任
せ
、

「
京
都
高
度
技
術
研
究
所
」「
ベ
ン
チ
ャ
ー
目
利
き
委
員
会
」
な
ど

ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
に
尽
力
。
近
年
は
子
供
た
ち
が
京
都
の
「
も
の

づ
く
り
」
の
伝
統
を
知
り
、
関
心
を
高
め
、
将
来
の
道
を
探
究
で

き
る
場
を
産
学
公
の
連
携
で
開
設
し
た
。

　
「
未
来
に
夢
と
希
望
を
持
つ
子
供
た
ち
を
育
て
、
京
都
か
ら

二
十
一
世
紀
の
活
力
を
生
み
出
し
た
い
」。
世
界
を
席
巻
す
る
都

の
風
は
今
、
次
代
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

41
52

3
京
都

❸産学公の連携で研究開発・新産業創出を支援する京都高度技術研究所。一角にはソフト開発事業を行うベンチャー企業などが入っている
❹京都の先端企業育成・産学連携を実践する京都大学
❺京都の次代の経済界・産業界の担い手育成をめざす雅風塾（堀場雅夫塾長）と京都クオリア研究会青年政策部会の例会

❶京都のベンチャー育成に情熱を燃やす堀場雅夫さん
❷「京都まなびの街 生き方探究館」のモノづくり工房で糸繰り技術の説明を熱心に聞く小学生たち

モノづくり工房の実験装置
（ゴルフボールを運ぶ「からくり」）
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「ニッチ」分野を開拓する中小企業の活力

30 29

東
大
阪

東大阪の地場産業の一つ、金網の工場

ア
イ
デ
ア
を
す
ぐ
試
作
し
て
商
品
化
す
る

　
「
歯
ブ
ラ
シ
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
部
品
ま
で
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多

様
な
業
種
の
中
小
企
業
が
集
積
す
る
東
大
阪
。

　
「
メ
ッ
キ
や
溶
接
な
ど
い
ろ
ん
な
業
種
が
密
集
し
て
い
る
か
ら
、

自
社
で
設
備
を
揃
え
な
く
て
も
、
各
社
の
技
術
を
う
ま
く
活
用
す

れ
ば
、
ど
ん
な
モ
ノ
で
も
つ
く
れ
ま
す
」
と
言
う
の
は
、「
東
大

阪
の
エ
ジ
ソ
ン
」
の
異
名
を
持
つ
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
工
業
社
長
の
若

林
克
彦
さ
ん
だ
。

　

江
戸
時
代
、
東
大
阪
で
は
河
内
木
綿
や
水
車
動
力
を
使
っ
た
薬

種
・
伸
線
（
針
金
）
業
が
発
達
。
大
正
期
に
は
、
大
阪
の
近
代
工

業
の
発
達
と
大
阪
︱
奈
良
間
の
鉄
道
開
通
に
よ
り
、
伸
線
、
金
網
、

セ
ル
ロ
イ
ド
な
ど
の
軽
工
業
が
発
展
し
始
め
た
。
戦
後
は
、
大
阪

市
内
か
ら
移
転
し
た
企
業
群
を
加
え
、
ね
じ
、
メ
ッ
キ
、
鋳
造
、

鍛
造
、
工
具
、
切
削
、
金
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

中
小
企
業
が
力
を
つ
け
、日
本
の
産
業
の
活
力
源
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
隙
間
に
着
目
す
る
「
ニ
ッ

チ
」
分
野
の
追
求
で
あ
る
。

　

例
え
ば
ナ
ッ
ト
。
一
九
六
〇
年
代
初
め
、
若
林
さ
ん
は
ね
じ
損

傷
の
原
因
で
あ
る
緩
み
に
目
を
つ
け
、緩
み
止
め
の
「
Ｕ
ナ
ッ
ト
」

を
開
発
。
七
四
年
に
は
、
住
吉
大
社
の
大
鳥
居
の
「
く
さ
び
」
に



　

例
え
ば
同
じ
東
大
阪
の
ね
じ
会
社
・
竹
中
製
作
所
は
昨
年
、
世

界
で
初
め
て
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ（
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）複
合
被
膜
ナ
ッ

ト
・
ボ
ル
ト
を
開
発
し
た
。
も
と
も
と
防
錆
防
食
性
の
高
い
ナ
ッ

ト
・
ボ
ル
ト
開
発
で
知
ら
れ
、
過
酷
な
使
用
条
件
の
、
海
外
の
海

底
油
田
や
ガ
ス
田
、
国
内
の
明
石
海
峡
大
橋
や
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
開
発
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
新
製

品
は
、
さ
ら
に
耐
摩
耗
性
を
高
め
た
世
界
初
の
高
強
度
被
膜
だ
そ

う
で
あ
る
。　

　

東
大
阪
で
は
現
在
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
、
製
品
開

発
の
動
き
が
活
発
だ
。
そ
の
拠
点
が
東
大
阪
市
役
所
脇
に
建
つ
、

も
の
づ
く
り
の
総
合
支
援
施
設
「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大

阪
」
だ
。
大
阪
大
学
や
大
阪
府
立
大
学
、
東
北
大
学
な
ど
十
六
の

国
公
私
立
大
学
と
一
つ
の
高
等
専
門
学
校
が
オ
フ
ィ
ス
を
開
き
、

材
料
、
切
削
・
加
工
、
Ｉ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
制
御
、
バ
イ
オ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
分
野
で
積
極
的
に
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
新
技
術
・

製
品
開
発
や
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
役
立
て
て
い
る
。

　
「
新
開
発
の
余
地
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
い
つ

も
、
あ
の
商
品
に
こ
ん
な
技
術
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
れ
ば
ど

う
な
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
若
林
さ
ん
。

　

勝
ち
残
り
を
賭
け
て
挑
戦
を
続
け
る
東
大
阪
に
、
新

た
な
ニ
ッ
チ
の
地
平
が
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

3132
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❹自ら開発したハードロックナットの説明をする「東大阪のエジソン」若林克彦さん
❺ハードロックナットに続く新製品、「スペースロックナット」　❻社長室内の製図台で図面を描く若林さん

東
大
阪

ヒ
ン
ト
を
得
て
、「
絶
対
緩
ま
な
い
」く
さ
び
構
造
の「
ハ
ー
ド
ロ
ッ

ク
ナ
ッ
ト
」
を
開
発
し
た
。
こ
れ
が
八
〇
年
代
、
民
営
化
後
の
Ｊ

Ｒ
各
社
で
大
量
に
採
用
さ
れ
一
躍
注
目
を
集
め
て
普
及
。
海
外
へ

も
販
路
を
広
げ
、
英
国
国
有
鉄
道
や
台
湾
高
速
鉄
道
で
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

商
談
中
に
浮
か
ん
だ
ア
イ
デ
ア
か
ら
す
ぐ
に
設
計
図
を
描
き
、

工
場
で
試
作
す
る
。「
二
、三
時
間
待
っ
て
も
ら
え
ば
、
試
作
品
を

お
見
せ
で
き
る
。
こ
れ
が
中
小
企
業
の
良
さ
で
す
ね
」。
若
林
さ

ん
は
、
昨
夏
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
前
の
ボ
ブ
ス
レ
ー
日
本
代

表
監
督
か
ら
の
依
頼
で
、
エ
ッ
ジ
（
刃
）
を
ボ
デ
ィ
に
固
定
す
る

ナ
ッ
ト
の
試
作
品
を
そ
の
場
で
つ
く
っ
た
と
か
。
そ
ん
な
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
良
い
開
発
型
企
業
が
東
大
阪
に
集
ま
っ
て
い
る
。

産
官
学
の
連
携
で
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
に
挑
む

　

し
か
し
、
活
力
あ
る
中
小
企
業
が
集
積
す
る
東
大
阪
も
、
周
辺

地
域
の
宅
地
開
発
の
影
響
や
、
日
本
の
製
造
業
の
海
外
移
転
に
よ

る
空
洞
化
と
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
産
業
発
展
に
よ
る
競
争
激
化

な
ど
で
、
企
業
数
が
年
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
。

　
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
自
動
車
な
ど
特
殊
な
分
野
に
使
わ
れ

る
製
品
、
部
品
を
開
発
、
製
造
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
し
も
、

そ
れ
以
外
の
製
造
業
は
仕
事
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
苦
労
し
て
開

発
し
た
商
品
も
、
こ
の
頃
は
、
す
ぐ
近
隣
諸
国
で
真
似
さ
れ
て
、

安
い
コ
ピ
ー
商
品
が
出
回
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
東
大
阪
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
他
社
の
や
ら
な
い
分
野
で
付
加
価
値
の
高
い
商
品

を
開
発
し
て
勝
負
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」（
若
林
さ
ん
）

❶東大阪のものづくり総合支援施設「クリエイション・コア東大阪」北館内にある、
優れた製品・技術を持つ中小企業の常設展示場
❷❸竹中製作所が世界で初めて開発したカーボンナノチューブ複合被膜ナット・ボ
ルトの加熱・塗膜工程と塗膜後の製品
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大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア

消
費
地
生
産
で
市
場
直
結
」
を
宣
言

し
た
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

が
〇
一
年
に
茨
木

工
場
で
プ
ラ
ズ
マ

パ
ネ
ル
の
本
格
量
産
を
開
始
。
以
後
、
尼
崎
工
場
の
新
増
設
に
着

手
す
る
。
前
後
し
て
シ
ャ
ー
プ
の
液
晶
パ
ネ
ル
工
場
と
太
陽
電
池

工
場
（
堺
）、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
系
の
液
晶
パ
ネ
ル
工
場
（
姫
路
）、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
工
場
（
住
之

江
）
と
三
洋
電
機
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
工
場
（
貝
塚
と
南
淡
）

な
ど
の
新
設
計
画
が
次
々
に
実
行
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
製
造
技
術
に

関
わ
る
優
れ
た
関
連
企
業
が
多
数
、
周
辺
に
集
積
し
て
き
た
。

新
た
な
時
代
の
製
造
・
物
流
拠
点
を
め
ざ
す

　

こ
の
背
景
に
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
驚
異
的
な

経
済
成
長
が
あ
る
。
そ
れ
ら
諸
国
は
今
後
さ
ら
に
伸
び
る
市
場
と

し
て
極
め
て
重
要
だ
。
し
か
し
政
治
・
経
済
・
文
化
環
境
が
日
本

と
は
大
き
く
異
な
る
た
め
、
変
化
の
激
し
い
世
界
市
場
に
即
応
し

な
が
ら
、
高
品
質
・
高
機
能
製
品
の
生
産
を
現
地
だ
け
に
依
存
す

る
の
は
リ
ス
キ
ー
だ
。
中
国
・
ア
ジ
ア
市
場
に
近
く
、
技
術
開
発
、

人
材
確
保
、
生
産
技
術
支
援
体
制
、
物
流
機
能
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

で
優
れ
て
い
る
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
が
、
世
界
市
場
向
け
高
付
加

価
値
製
品
の
安
定
供
給
拠
点
と
し
て
再
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

関
経
連
地
域
連
携
部
副
参
与
の
大
西
利
幸
さ
ん
と
藤
田
啓
介

さ
ん
は
、「
追
い
風
に
な
っ
た
の
は
、
都
市
域
で
の
工
場
新
増
設

を
制
限
し
て
き
た
工
場
等
制
限
法
が
〇
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
こ

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
「
環
境
先
進
地
域
」
と
し
て

　

播
磨
灘
沿
岸
・
明
石
海
峡
か
ら
大
阪
南
港
、
そ
し
て
関
西
国
際

空
港
へ
と
連
な
る
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
に
今
、
国
内
外
か
ら
熱
い

視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。

　
「
現
在
、
関
経
連
で
は
『
環
境
先
進
地
域
・
関
西
』
を
つ
く
ろ

う
と
提
唱
。
そ
の
中
核
が
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
で
す
」。
大
阪
の

港
湾
地
帯
を
一
望
す
る
中
之
島
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
一
角
で
、
関
西

経
済
連
合
会
産
業
部
次
長
の
野
島 

学
さ
ん
は
そ
う
語
り
始
め
た
。

　

こ
の
「
環
境
先
進
地
域
」
に
は
大
き
く
二
つ
の
構
成
要
素
が
あ

る
。
一
つ
が
、
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
で
進
む
世
界
最
大
級
の
パ
ネ

ル
／
電
池
産
業
の
生
産
拠
点
集
積
「
パ
ネ
ル
／
バ
ッ
テ
リ
ー
ベ

イ
」。
も
う
一
つ
が
、
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
関
西
で
培
わ
れ
た
、

水
の
浄
化
・
再
利
用
技
術
、
水
質
測
定
技
術
、
海
水
の
淡
水
化
技

術
な
ど
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
水
の
イ
ン
フ
ラ
技
術
」
産
業
だ
。

こ
れ
ら
省
エ
ネ
・
省
資
源
・
低
炭
素
型
の
産
業
集
積
を
環
境
面
か

ら
評
価
し
、大
阪
湾
か
ら
琵
琶
湖
、さ
ら
に
関
西
全
域
を
含
む
「
グ

リ
ー
ン
ベ
イ
」
と
し
て
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
の
環
境
産
業
を

リ
ー
ド
し
て
い
こ
う
と
い
う
壮
大
な
構
想
で
あ
る
。

　

二
十
世
紀
末
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
と
本
社
機
能
の
東
京
移

転
と
い
う
「
二
重
の
空
洞
化
」
に
苦
し
ん
で
い
た
関
西
だ
っ
た
が
、

新
世
紀
に
な
っ
て
新
た
な
風
が
吹
き
始
め
た
。

　
「
パ
ネ
ル
は
日
本
集
中
生
産
で
グ
ロ
ー
バ
ル
供
給
、
セ
ッ
ト
は

パネル／バッテリーベイからグリーンベイへ❶海の物流を担う神戸港
❷24時間の物流拠点としても大きな役割を担う関西国際空港
❸大阪湾ベイエリアを結ぶ阪神高速湾岸線
❹パネル工場やバッテリー工場が集積する大阪湾ベイエリア

1

2

4

3
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と
」
と
指
摘
。
も
と
も
と
ベ
イ
エ
リ
ア
に
は
重
厚
長
大
型
の
工
場

群
が
展
開
し
、
工
場
立
地
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い

た
た
め
、
パ
ネ
ル
／
バ
ッ
テ
リ
ー
工
場
の
新
設
が
一
挙
に
進
ん
で

き
た
と
い
う
。
加
え
て
、
神
戸
港
・
大
阪
港
な
ど
の
港
湾
施
設
と

二
十
四
時
間
利
用
可
能
な
関
西
国
際
空
港
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
阪
神

高
速
湾
岸
線
な
ど
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
も
関
西
の
強
み

だ
。
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
に
集
積
す
る
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

は
八
割
以
上
が
輸
出
に
回
る
。
世
界
市
場
へ
の
安
定
供
給
を
果
た

す
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。

　

先
の
大
西
さ
ん
と
藤
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
近
年
、
関
西
の
製
造

拠
点
が
京
都
・
滋
賀
等
の
内
陸
部
へ
も
顕
著
な
広
が
り
を
見
せ
、

大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
と
関
西
広
域
の
一
層
の
連
携
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
関
西
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
（
途
切
れ
）
が
存
在
し
て
お
り
、
総
合
力
発
揮
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
課
題
解
消
の
先
に
、
関

西
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
本
格
稼
働
し
始
め
た
環
境
型
パ
ネ
ル
／
バ
ッ
テ
リ
ー
工

場
群
や
優
れ
た
実
績
を
誇
る
水
環
境
技
術
企
業
群
に
、
世
界
の
環

境
技
術
・
知
識
の
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
す
梅
田
北
ヤ
ー
ド
二
期
再
開

発
が
加
わ
っ
て
い
け
ば
、
地
球
環
境
の
世
紀
を
牽
引
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
「
環
境
先
進
地
域
・
関
西
」
が
実
現
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

高
度
成
長
期
以
降
、
低
迷
傾
向
に
あ
っ
た
関
西
経
済
が
、
よ
う

や
く
そ
の
底
力
を
発
揮
す
る
季
節
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

●

　

金
剛
組
初
代
が
百
済
か
ら
来
た
よ
う
に
、
古
代
、
大
陸
の
先
進

文
化
は
関
西
に
至
り
、
白
鳳
・
天
平
文
化
を
開
花
さ
せ
た
。
後
に

都
は
京
都
に
移
り
、
独
自
の
日
本
文
化
が
生
ま
れ
、
伝
統
産
業
が

発
達
し
た
。
近
代
、
国
政
の
中
心
は
東
京
に
移
っ
た
が
、
大
阪
で

は
戦
前
は
紡
績
な
ど
軽
工
業
が
、
戦
後
は
家
電
や
化
学
、
機
械
工

業
な
ど
が
発
達
。
東
大
阪
で
は
ニ
ッ
チ
産
業
が
、
京
都
で
は
先
端

技
術
企
業
が
誕
生
し
、
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
ほ
ど
に

成
長
し
た
。
一
方
、
高
度
成
長
期
を
支
え
た
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア

は
重
厚
長
大
産
業
か
ら
の
転
換
が
遅
れ
る
な
ど
し
て
失
速
。
し
か

し
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
が
急
が
れ
る
二
十
一
世
紀
、
再
び
ベ
イ

エ
リ
ア
が
注
目
さ
れ
、
新
た
な
胎
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

取材・撮影／伊田彰成　編集／田窪由美子

関西経済連合会の資料をもとに作成

三重県

滋賀県

琵琶湖

奈良県

和歌山県

京都府

兵庫県

鳥取県

大阪府

淡路島

太陽電池

リチウムイオン電池

液晶パネル
プラズマディスプレイパネル

徳島県

カネカソーラーテック株式会社

日立マクセル株式会社

株式会社IPSアルファテクノロジ パナソニック
プラズマディスプレイ株式会社

ＧＳユアサグループ 三洋電機株式会社

京セラ株式会社

シャープ株式会社

三洋電機株式会社 シャープ株式会社
パナソニック株式会社

三菱電機株式会社

太陽電池
　豊岡工場
　2010年夏から増産

リチウムイオン電池
　京都事業所（大山崎町）

TV用液晶パネル
　姫路工場
　2010年4月稼働

プラズマTV用パネル
　尼崎工場

リチウムイオン電池
　貝塚工場
　南淡工場
　徳島工場
　2009年末から増産
　新工場（兵庫県加西市）
　2010年度中稼働

太陽電池
　伊勢工場
　八日市工場
　新工場（滋賀県野洲市）
　2010年6月稼働

TV用液晶パネル
　堺工場
　2009年10月稼働

太陽電池
　滋賀工場（大津市）
　二色の浜工場（貝塚市）
　新棟 2010年末稼働

太陽電池
　葛城工場
　新工場（堺市）
　2010年3月稼働

リチウムイオン電池
　和歌山工場
　守口工場
　新工場（大阪市住之江区）
　2009年10月から順次稼働

太陽電池
　京都工場（長岡京市）　2011年度から増産
　　

リチウムイオン電池
　草津工場（草津市）
　新工場（福知山市）　2010年秋稼働
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